
2021年9月21日
北陸電力株式会社

Copyright 2021 Hokuriku Electric Power Co., Inc.   All Rights Reserved.

志賀原子力発電所２号炉
敷地周辺の地質・地質構造について

補足資料

志賀原子力発電所適合性審査資料

ＳＫ２－地０４８－０２

２０２１年９月２１日



余白



目 次
補足資料１．１－１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査 ・・・・・ 1.1-1- 1

補足資料１．１－２

航空レーザ計測仕様 ・・・・・ 1.1-2- 1

補足資料１．２－１

敷地前面調査海域の音響測深仕様 ・・・・・ 1.2-1- 1

補足資料１．２－２

音波探査航跡図 ・・・・・ 1.2-2- 1  

補足資料１．２－３

海域の地質層序の年代評価に係る根拠データ ・・・・・ 1.2-3- 1  

（1）海底試料採取 ・・・・・ 1.2-3- 2

（2）陸上ボーリング調査 火山灰分析結果 ・・・・・ 1.2-3- 5

補足資料１．４－１

中位段丘Ⅰ面 旧汀線高度調査 ・・・・・ 1.4-1- 1

補足資料１．４－２

能登半島西岸域の海岸地形 ・・・・・ 1.4-2- 1

補足資料２．２－１

福浦断層の地質調査データ ・・・・・ 2.2-1- 1

（1）大坪川ダム右岸周辺調査 ・・・・・ 2.2-1- 2

（2）福浦港東部 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-1- 17

（3）赤住東部 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-1- 59

（4）福浦断層南方延長 高位段丘Ⅰa面の高度調査 ・・・・・ 2.2-1- 83

（5）県道福浦－中島線沿い河床地表踏査（既往調査） ・・・・・ 2.2-1- 87

（6）大坪川ダム左岸 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-1- 89

（7）福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-1- 94

（8）福浦断層周辺 段丘面調査 ・・・・・ 2.2-1- 107

補足資料２．２－２

敷地近傍のその他の断層等の地質調査データ ・・・・・ 2.2-2- 1

（1）長田付近の断層 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-2- 2

（2）和光台南の断層 地表踏査 ・・・・・ 2.2-2- 12

（3）和光台南の断層周辺 段丘面調査 ・・・・・ 2.2-2- 15

（4）高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント 表土はぎ調査 ・・・・・ 2.2-2- 25

（5）高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント周辺 段丘面調査 ・・・・・ 2.2-2- 29

（6）高ツボリ山東方リニアメント周辺 段丘面調査 ・・・・・ 2.2-2- 37

補足資料２．４－１

富来川南岸断層の地質調査データ ・・・・・ 2.4-1- 1

（1）東小室西方 トレンチ調査 ・・・・・ 2.4-1- 2

（2）富来川南岸断層周辺の中位段丘面調査 ・・・・・ 2.4-1- 6

（3）富来川南岸断層南西方の地形面調査 ・・・・・ 2.4-1- 13

（4）富来川南岸断層南方の高位段丘面調査 ・・・・・ 2.4-1- 105

（5）富来川南岸断層北方の高位段丘面調査 ・・・・・ 2.4-1- 112

（6）富来川南岸断層北東方の地質調査 ・・・・・ 2.4-1- 118



余白



1.1-1-1

補足資料１．１－１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査



能登半島周辺海域の地質分布

能登半島西方海底地質図（岡村，2007）（凡例は次頁左） 能登半島東方海底地質図（岡村，2002）（凡例は次頁右）

志賀原子力
発電所

1.1-1-2

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-2 再掲



能登半島周辺海域の地質分布 -凡例-

能登半島西方海底地質図凡例（岡村，2007） 能登半島東方海底地質図凡例（岡村，2002）

1.1-1-3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-3 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布

能登半島北部域海陸シームレス地質図（井上ほか，2010）（凡例は次頁）

1.1-1-4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-4 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-

*

能登半島北部海陸層序対比図（井上ほか，2010）

*： 新第三紀/第四紀境界の
年代は，IUGS（国際地質
科学連合）の年代層序表
において2.58Maに改訂さ
れている。

能登半島北部域海陸シームレス地質図凡例（井上ほか，2010）

1.1-1-5

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-5 再掲



能登半島南部の地質分布

1.1-1-6

志賀原子力
発電所

30km

石川県地質図（絈野，1993）から能登半島南部を抽出

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-6 再掲



能登半島の地質分布

能登半島の火山岩類の地質概略図（日本地質学会（2006）に加筆）

・能登半島北部には陸弧（大陸縁の火山弧）的な化学組成の特徴をもつ玄武岩，安
山岩，高マグネシア安山岩などのマグマが新生代古第三紀漸新世（26～30Ma）に多
量に噴出した（高洲山層）。

・中新世前期（20～22Ma）にも量は少ないが同様な活動があった（神和住層）。

・中新世前期末（15～17Ma）には半島北部で多量の酸性火砕岩が噴出し，中部では
洪水安山岩が噴出した。

・中新世後期の9Ma以後は，能登半島北西部の黒崎などで見られる高カリウム・マグ
マを先駆けとして，現在まで引き続く背弧的な島弧火山活動が開始された。

（日本地質学会，2006）

志賀原子力
発電所

1.1-1-7

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-7 再掲



能登半島の段丘面分布図（太田・国土地理院地理調査部，1997）

志賀原子力
発電所

1.1-1-8

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-8 再掲



能登半島の段丘面分布図(小池・町田，2001）

N37.5

N137.0

志賀原子力
発電所

1.1-1-9

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-9 再掲



能登半島西方重力異常図（上嶋ほか，2007） 能登半島東方重力異常図（上嶋ほか，2002）

志賀原子力
発電所

ブーゲー重力異常図（仮定密度2.3）
等値線及びスケールの数値は重力値を示す。単位はmgalで等値線の間隔は5mgal。

能登半島周辺の重力異常

1.1-1-10

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-10 再掲



0 10km

能登半島の活断層（加藤・杉山，1985：50万分の1活構造図「金沢」）

1.1-1-11

志賀原子力
発電所

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-11 再掲



能登半島の活断層（池田ほか，2002：第四紀逆断層アトラス）

0 10km

志賀原子力
発電所

1.1-1-12

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-12 再掲



能登半島の活断層（杉戸・堤，2010：都市圏活断層図）

志賀原子力
発電所

1.1-1-13

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-13 再掲



志賀原子力
発電所

能登半島の活断層（産業技術総合研究所地質調査総合センター：活断層データベース）

1.1-1-14

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-14 再掲



1.1-1-15

能登半島の活断層（地震調査委員会，2005：邑知潟断層帯の長期評価）

志賀原子力
発電所

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-1-15 再掲
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1.1-2-1

補足資料１．１－２

航空レーザ計測仕様



志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

30km

航空レーザ計測仕様

項目 平均パラメータ

平均対地高度 1,200m

対地速度 65m/sec

レーザ照射頻度 70,000Hz

飛行コース間の距離 約385m

飛行コース間の計測幅の重複割合 35%

飛行直角方向の取得点間隔 約0.7m

航空レーザ計測仕様（野原ほか(2007)より一部抜粋）

1.1-2-2

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.1-2-2 再掲



1.2-1-1

補足資料１．２－１

敷地前面調査海域の音響測深仕様



マルチビーム(海上保安庁海洋情報部：2007）

シングルビーム（石川県：1996，1997）

シングルビーム（東京大学地震研究所：2007）

シングルビーム（北陸電力：1985，1987，2006）

調査機関 北 陸 電 力 東京大学地震研究所 石 川 県
海上保安庁
海洋情報部

調査年 1985年，1987年 2006年 2007年 1996年，1997年 2007年

調査海域

敷地前面調査海域
2007年能登半島地震

震源域周辺
敷地前面調査海域

2007年能登半島地震
震源域周辺

沖合海域 沿岸海域 沿岸海域（一部沖合） 沖合海域 沿岸海域 沖合海域

測深の種類 シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム
マルチビーム
（ビーム数126）

最大可測深度 1,000ｍ 120ｍ
浅：125ｍ
深：250ｍ

浅：125ｍ
深：250ｍ

※ 600ｍ

精度
±（0.1+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

北部海域：
（0.05±水深×1/1,000）ｍ
南部海域：
（0.03±水深×1/1,000）ｍ

※

周波数 28kHz 200kHz 200kHz 200kHz 200kHz 180kHz

指向角 20° 6° 6° 6°
北部海域：3°
南部海域：6°

1.5°×2.8°

※：報告書に記載のない項目

敷地前面調査海域における音響測深

○敷地前面調査海域において，当社及び他機関が実施した音響測深実施位置を示す。

志賀原子力発電所

敷地前面調査海域の海底地形調査位置図

凡 例

1.2-1-2

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-1-2 再掲



1.2-2-1

補足資料１．２－２

音波探査航跡図



音波探査航跡図（当社 敷地前面調査海域）

敷地前面調査海域の音波探査航跡図（当社） 1.2-2-2

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-2-2 再掲



音波探査航跡図（他機関 敷地前面調査海域）

1.2-2-3敷地前面調査海域の音波探査航跡図（他機関）

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-2-3 再掲



音波探査航跡図（他機関 七尾湾調査海域）

七尾湾調査海域の音波探査航跡図（他機関）

位置図

左図拡大範囲

調査測線（海上保安庁水路部：スパーカー・シングルチャンネル）

1.2-2-4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-2-4 再掲



1.2-3-1

補足資料１．２－３

海域の地質層序の年代評価に係る根拠データ



1.2-3-2

（1）海底試料採取



海底試料採取①

［試料採取はピストン式柱状採泥方式]

試料採取位置図

志賀原子力発電所

St.4

St.8

St.36

St.24
北陸電力スパーカー（No.1-1）

北陸電力スパーカー（No.5）

北陸電力ブーマー（No.6U）

凡例

St.4 年代測定（北陸電力）

音波探査記録添付範囲（次頁）

○敷地前面調査海域において，B1層から採取した試料（貝化石，木片）を用いて年代測定（ESR法，14C法）を行った。

○その結果，貝化石のESR年代値として22,000y.B.P，84,000y.B.P，木片の14C年代値として32,000y.B.Pが得られた。

1.2-3-3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-3 再掲



測線名 音波探査記録 柱状図及び分析結果

北陸電力
スパーカー
No.1-1

北陸電力
スパーカー

No.5

東大震研
ブーマー

K28

北陸電力
ブーマー
No.6U

SE→←NW
St.36※

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3 Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

←W Ｅ→St.４

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｃ1

この図面は，東京大学地震研究所の海上音波探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

St.8St.36※

200m

150m

約1km

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ2

Ｂ3

Ｂ2
Ｃ1 Ｃ2

Ａ

←W Ｅ→

１:15

１:６

１:15

１:６

【St.24柱状図】

【St.36柱状図】

【St.8柱状図】

【St.4柱状図】

 B1層：貝化石のESR年代値
84,000y.B.P

 B1層：貝化石のESR年代値
22,000y.B.P

 B1層：木片の14C年代値
32,000y.B.P

St.24

←W Ｅ→

約1350m

Ｂ1 Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2
150m

200m

採取長 57cm

採取長 70cm

採取長 78cm

採取長 85cm

※ St.36については，B2層を対象に柱状採泥を行ったが，下図のとおり採取位置付近までB1層が分布している。この
ため，表層付近には薄くB1層が堆積し，その年代を測定している可能性もあることから，参考値とした。

 B2層：貝化石のESR年代値
235,000y.B.P（参考値）

1.2-3-4

海底試料採取②
第973回審査会合 机上配布資料1

P.1.2-3-4 再掲



1.2-3-5

（2）陸上ボーリング調査 火山灰分析結果



ユニット④

ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①

ユニット②

ユニット③

1km0

位置図

Ｋkｔテフラ（32万～33万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）

1,440±30～9,190±60yBP
（ユニット②層に含まれる木炭の
14Ｃ年代値）

断面線

柱状図及び年代分析結果（H:V=1:5）

年代

凡例

14C年代測定（yBP）

火山灰名
AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
Kkt：32万～33万年前

テフラの年代（町田・新井，2011）

標高（m） 標高（m）

1.2-3-6

○陸域と海域の地質層序の関係を把握する目的で，沿岸域まで海域の堆積層が分布している高浜地区において陸上ボーリング調査を実施した。
○ユニット④層に含まれる火山灰（Ｋkｔテフラ：32万～33万年前）から，ユニット④層は中期更新世の堆積物と判断した。

陸上ボーリング調査

Kktテフラを確認したボーリング孔

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-9 一部修正



火山灰分析結果 ２孔

試料は20cm間隔

火山灰分析結果

◆ 試料番号19.00-19.20におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.00-19.20における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.00-19.20
・試料番号19.00-19.20の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。 1.2-3-7

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-10 再掲



火山灰分析結果

◆ 試料番号20.40-20.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号20.40-20.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号20.40-20.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ３孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号20.40-20.60

1.2-3-8

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-11 再掲



火山灰分析結果

◆ 試料番号19.90-20.10におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.90-20.10における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号19.90-20.10の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ４孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.90-20.10

1.2-3-9

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-12 再掲



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号19.20-19.40の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号19.20-19.40におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.20-19.40における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ５孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.20-19.40

1.2-3-10

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-13 再掲



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号16.40-16.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号16.40-16.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号16.40-16.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ６孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号16.40-16.60

1.2-3-11

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-14 再掲



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号12.40-12.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号12.40-12.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号12.40-12.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ７孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号12.40-12.60

1.2-3-12

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-15 再掲



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ
火山灰分析結果

・試料番号10.60-10.80の火山ガラスの主成分分析を行った結果，文献のKkt
と類似しており，この火山ガラスを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号10.60-10.80におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号10.60-10.80における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ９孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号10.60-10.80

1.2-3-13

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.2-3-16 再掲



補足資料１．４－１

中位段丘Ⅰ面 旧汀線高度調査

1.4-1-1



旧汀線高度調査 位置図

西岸における調査位置図調査位置図

右図範囲

志賀原子力
発電所

5km

赤住A
赤住B

Ⅰ測線

矢蔵谷C
矢蔵谷B
矢蔵谷A

百浦A
百浦B

福浦港A
福浦港B
福浦港C

東小室

千の浦

赤神

輪島

町野

旧汀線高度
調査地点

1.4-1-2

赤神

千の浦
東小室

矢蔵谷

百浦
赤住

福浦港

小牧

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-2 再掲



旧汀線高度調査 矢蔵谷A

1.4-1-3

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-3 再掲



旧汀線高度調査 矢蔵谷B

1.4-1-4

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-4 再掲



旧汀線高度調査 矢蔵谷C

1.4-1-5

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-5 再掲



旧汀線高度調査 百浦A

1.4-1-6

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-6 再掲



旧汀線高度調査 百浦B

1.4-1-7

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-7 再掲



旧汀線高度調査 赤住A

1.4-1-8

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-8 再掲



旧汀線高度調査 赤住B

1.4-1-9

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-9 再掲



旧汀線高度調査 Ⅰ測線①

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

1.4-1-10

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-10 再掲



旧汀線高度調査 Ⅰ測線②

1.4-1-11

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-11 一部修正

※ 凡例の記載を適正化

※

紫字：第973回審査会合以降の変更箇所



旧汀線高度調査 福浦港A①

1.4-1-12

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-12 再掲



旧汀線高度調査 福浦港A②

1.4-1-13

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-13 再掲



旧汀線高度調査 福浦港B

1.4-1-14

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-14 再掲



旧汀線高度調査 福浦港C①

1.4-1-15

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-15 再掲



旧汀線高度調査 福浦港C②

(EL 29.7m)

1.4-1-16

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-16 再掲



旧汀線高度調査 東小室

1.4-1-17

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-17 再掲



旧汀線高度調査 千の浦

1.4-1-18

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
DKP：5.5万年前以前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-18 再掲



旧汀線高度調査 赤神

1.4-1-19

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-19 再掲



旧汀線高度調査 輪島

1.4-1-20

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-20 再掲



旧汀線高度調査 町野

1.4-1-21

テフラの年代
（町田・新井，2011）

Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-21 再掲



旧汀線高度調査 小牧

1.4-1-22

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-22 再掲



補足資料１．４－２

能登半島西岸域の海岸地形

1.4-2-1



海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －旧汀線の推定方法－

＜旧汀線の高さを示すものとして選定した指標＞

③ヤッコカンザシ遺骸化石
・能登半島において，広範囲にわたって分布し，中等潮位の
指標となる潮間帯生物遺骸化石（ヤッコカンザシ遺骸化石）
を，旧汀線の高さの指標として選定し，高度計測及び年代
測定を行った。

・化石群集に高度方向の幅がある場合は，上部と下部から試
料を採取した。

①波食ノッチ
・岩石海岸に分布する微地形のうち，海食洞内の波食ノッチ
は，海面付近で形成され，風化の影響が少なく保存されやす
いことから，旧汀線の高さの指標としての信頼性が最も高い
と考えられる。

・この波食ノッチの高度計測にあたっては，過去の海面の高さ
にほぼ一致すると考えられているもっとも窪んだ点（最大後退
点：日本地形学連合，2017）を対象として行った。

ヤッコカンザシ遺骸化石（琴ヶ浜付近）

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

離水平坦面沖積段丘面

中位段丘Ⅰ面

1cm

沖積段丘面の模式断面図

基盤岩

旧汀線
高度

沖積段丘面

段丘面
内縁標高

【離水地形】

【潮間帯生物遺骸化石】

ベンチ
ベンチ

②沖積段丘面
・中位段丘Ⅰ面の前面に分布する沖積段丘面については，
人工改変が進んでいることから，旧汀線の高さの指標として
の精度は低いものの，波食ノッチが認められない地点にお
ける補間を目的に，地質調査を行った。

・地表付近に厚さ数mの人工改変土や被覆層が堆積している
ことを踏まえ，それらを取り除き，整形物質である海成層の
上面もしくは波食面（基盤岩上面）を旧汀線高度として，高
度計測を行った。

・なお，沖積段丘面の海側に分布するベンチは，現在の波浪
による影響範囲に含まれることから，旧汀線の指標として用
いない。

波食ノッチ

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）

○ 能登半島西岸域における完新世以降の地震性隆起について検討するため，現在の海岸付近に分布する離水地形や潮間帯生物遺骸化石に
着目し，旧汀線の高さ及び形成要因について検討を行った。

1.4-2-2

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-2 再掲



海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －波食ノッチの調査方法－

波食ノッチ

水平部 傾斜部

最大
後退点

離水波食
ノッチ

礫質堆積物

（１）地形の認定

・主に，風化の影響が少なく波食ノッチが識別しやすい場所である海食洞
内部の波食ノッチを対象とした。

・差別侵食に由来するものや，塩類風化の影響を強く受けているものを除
いた。

（３）波食ノッチの高さの計測

・GPS測量及びトータルステーション測量により，上記の最大後退点の標
高値を測定した。

（２）波食ノッチの高さの認定

・波食ノッチの一番深くえぐれた部分である最大後退点を，波食ノッチの
高さとして認定した。

・波の駆け上がりを反映してノッチが海食洞の奥方向に傾斜して上がって
いく部分は避けて，水平部の最大後退点を選んだ。

最大後退点

海食洞

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）

測量写真（福浦港付近）

海食洞内の波食ノッチの模式図

1.4-2-3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-3 再掲



海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －波食ノッチの分布－

志賀原子力
発電所

5km

10

8

6

4

2

0

標
高

（
ｍ

）

10

8

6

4

2

0

高度分布図

調査位置図

【敷地付近～千の浦】
標高約2mに集中

【2007年地震の震源域】
標高2～5m程度まで幅広く分布

【2007年地震の震源域】

志賀原子力
発電所

NS

km

右図範囲

福浦断層

兜岩沖断層

凡 例

○ 能登半島西岸域において，波食ノッチの最大後退点の高度分布を調査した。

○ 波食ノッチの最大後退点の高度は，2007年能登半島地震（以下，2007年地震と略する）の震源域では2～5ｍ程度まで幅広く分布し，地震性
隆起の繰り返しを示唆する。

○ 敷地付近～千の浦では標高約2ｍに集中し，富来川南岸断層の南西部に分布高度の不連続は見られない。

敷地付近～千の浦 1.4-2-4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-4 一部修正

後期更新世以降の活動が否定できない断層
（ケバの方向は断層の傾斜方向を示す）



沖積段丘面におけるピット調査の例（小浦付近）

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －沖積段丘面の調査方法－

（３）地質断面図の作成・旧汀線高度の認定

・（２）により取得したデータを使い，地質断面図を作成し
た。

・断面図から，人工改変土・被覆層を除いた海成層上面
または波食面（基盤岩上面）の，背後の海食崖付近に
おける高度を読み取り，旧汀線高度とした。

（２）地質調査

・ボーリング，ピット及びトレンチ調査により，沖積段丘面
下の構成層を確認した。

（１）地形の認定

・空中写真やDEMデータから作成した赤色立体地図から
地形を読みとり，中位段丘面Ⅰ面の前面の海食崖下に
分布する平坦面で，おもに海成の作用により形成され
たと考えられるものを選定した。

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

沖積段丘面の赤色立体地図（小浦付近）

基盤岩

海成堆積物

人工改変土

＜海成堆積物上面＞

沖積段丘面

中位段丘面

100m

1m

沖積段丘面の地質断面図（上野地点）

沖積段丘面
凡例

被覆層

海成堆積物

ベンチ

ベンチ

堆積物の特徴

構成物 層 相

被

覆

層

崖 錐 堆 積 物 礫～シルト
角～亜角礫主体，基質支持，
淘汰が悪い

小 河 川 堆 積 物 礫～シルト
亜角～亜円礫主体，堆積構造は不明瞭，
淘汰が悪い

湿 地 性 堆 積 物 シルトが主体 有機質で炭化物をしばしば含む

海 成 堆 積 物
礫や砂が主体で，
シルトを含む

亜円～円礫主体で扁平礫を含む，
礫支持，礫の定向配列が認められる，
淘汰が中程度～よい

1.4-2-5

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-5 再掲



志賀原子力
発電所

地形区分図

沖積段丘面の高度分布図

地表面の傾斜変換点の標高
沖積段丘面の段丘面内縁標高

沖積段丘面の旧汀線高度

沖積段丘面の高度調査地点

志賀原子力
発電所

右図範囲 5km

【2007年地震の震源域】

福浦断層

兜岩沖断層

10

8

6

4

2

0

標
高

（
ｍ

）

【敷地付近～千の浦】
旧汀線高度は標高約2mに集中

【2007年地震の震源域】

NS

km

○ 能登半島西岸域のうち，敷地付近のノッチが認められない区間を中心に，沖積段丘面の旧汀線高度の分布を調査した。

○ 敷地付近～千の浦の沖積段丘面は，地表面下に人工改変土・被覆層が分布し，旧汀線高度は標高約2mであり，傾動は認められない。

○ 沖積段丘面の旧汀線高度の分布は，波食ノッチの最大後退点の分布高度と調和的である。

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －沖積段丘面の分布－

1.4-2-6

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-6 一部修正

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できない断層
（ケバの方向は断層の傾斜方向を示す）



（１）化石の認定・採取

・現地調査によりヤッコカンザシ遺骸化石を認定・採取した。化石群
集に高度方向の幅がある場合は，上部と下部から試料を採取した。

（３）年代測定
・試料は分析のため，ドリルで削り，化石の単体を分離した。
・年代を14C年代測定法により測定し，Marine20（Heaton et al., 2020）

を用いて暦年補正※1を行った。
※1 OxCalv4.2較正プログラム（Bronk Ramsey, 2009）を使用し，

ΔR＝－68±20y（佐々木ほか，2015）を用いた。

1cm

（２）分布標高の測定
・採取試料の分布高度をGPS測量により測定した。

ヤッコカンザシ遺骸化石写真（琴ヶ浜付近）

測量写真（琴ヶ浜付近）

ヤッコカンザシ遺骸化石写真（巌門付近より採取）

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －潮間帯生物遺骸化石の調査－

1.4-2-7

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-7 再掲



○ 能登半島西岸域において，潮間帯生物であるヤッコカンザシの遺骸化石の分布と年代を調査した。

○ 潮間帯生物（ヤッコカンザシ）遺骸化石は，敷地付近～千の浦及び2007年地震の震源域において，標高0.3～2.6mに連続的に分布し，その年
代はBC1000～現世を示す。

○ 生物遺骸化石の高度分布は2007年地震の隆起量を含んでいるため，それを差し引いた上で，生物遺骸化石の分布高度と年代値の関係を検
討した（次頁）。

調査位置図

生物遺骸化石の高度分布図

（）内は2007年地震の隆起量
（単位はm，浜田ほか（2007）による）

凡 例

5km

※ 年代値はMarine20 (Heaton et al., 2020)を用いて算出

志賀原子力発電所

（0.35）
（0.31）

（0.27）

志賀原子力
発電所

NS

右図範囲

赤
神
崎

海
士
岬

福
浦
港

上
野

（0.04）

福浦断層

兜岩沖断層

生物遺骸化石の年代値（2σ）※AD●●

2007年地震の隆起量

凡 例

（0.0）
（0.0）（0.0）

（0.0）

（0.0）（0.0）

大
津

百
浦

兜
岩

巌
門

領
家
港

黒
崎

琴
ヶ
浜

鹿
磯

（縦棒は同じ群集であることを示す）

【敷地付近～千の浦】 【2007年地震の震源域】

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －潮間帯生物遺骸化石の分布－

1.4-2-8

第973回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-2-8 一部修正

後期更新世以降の活動が否定できない断層
（ケバの方向は断層の傾斜方向を示す）



2
0
0
7
年

地
震

の
隆

起
量

※
1
を

差
し

引
い

た
生

物
遺

骸
化

石
の

分
布

高
度

※
2
（
m

）

2007年地震の隆起量を差し引いた生物遺骸化石の分布高度と年代値の関係

暦 年※1：地震前後の航空レーザ測量に基づく地震隆起量（浜田ほか，2007）

○ 前頁で示した調査データについて，生物遺骸化石の分布高度（補正値）と年代値の関係をグラフで表し，過去3000年間の海水準の推移につ
いて検討した。

○ AD1000以前では，敷地付近全域において，現在の潮間帯から＋1.5m（標高2m）付近に海面があったと考えられる。このことは，先述した敷地
付近に分布する波食ノッチの最大後退点の高度や沖積段丘面の旧汀線高度が，標高約2mで一定であることと調和的である。

○ AD500以降の年代値を示す生物遺骸化石については，高密度にデータが取得された。これによると，AD1000以降は連続的に海面が低下し
ており，潮間帯の幅を超えるような高度分布の不連続は認められない。

※2：現世を示すヤッコカンザシの分布標高の平均値（0.57m）を0mとした。
年代値はMarine20 (Heaton et al., 2020)を用いて算出した。

（標高0.57m）

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －潮間帯生物遺骸化石に基づく海水準変動－

1.4-2-9

第973回審査会合 机上配布資料1
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沖積段丘面

波食ノッチの最大後退点
（標高2m）

旧汀線高度
（標高2m）

現 在

潮間帯生物遺骸化石
（連続的な海面低下
を示す）

AD1000以前

波食ノッチの形成

潮間帯生物
群集

海成の平坦面の
形成

人工的な盛土，被覆層

海食洞

海面が連続的に
1.5m低下

標高2m

基盤岩
基盤岩

当 時 の 海 面

現 在 の 海 面

海食洞

○ 潮間帯生物遺骸化石を用いて復元した海水準変動から，波食ノッチ及び補完的に調査した沖積段丘面の形成要因と形成時期を推定した。

○ 潮間帯生物遺骸化石のデータから推定したAD1000以前の海面の高さ（現在の潮間帯＋1.5m／標高2m）は，敷地付近の波食ノッチの最大後
退点の高さや沖積段丘面の旧汀線高度と一致する。

○ AD1000以前に海面安定期があり，その期間に敷地付近の波食ノッチや沖積段丘面の旧汀線が形成されたと考えられる。また，これらの地形
は，AD1000以降の海面の連続的な低下により，離水したと考えられる。

○ 敷地付近において，波食ノッチ，沖積段丘面から推定される旧汀線高度が標高2mに集中すること，及びその離水プロセスは海面の連続的な
低下で説明できることから，潮間帯の幅を超える規模の地震性隆起は認められない。

標高2m

-1.5m

海岸地形から推定される完新世以降の地殻変動 －まとめ－

1.4-2-10
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2.2-1-1

補足資料２．２－１

福浦断層の地質調査データ



2.2-1-2

（1）大坪川ダム右岸周辺調査



断層確認箇所

表土はぎ調査結果（ルートマップ） 写真位置図

N28°W/78°SW
15cm幅で細かい割れ
目が多い，上部に明褐
色流入粘土，厚さ3cm

N8°W/66°SW
10cm幅で細かい割れ目
が多い，白色を帯びる

N45°W/46°SW
細かく分岐し網目状

N32°W/62°SW
明褐色流入粘土，厚さ
0.5～1.5cm

N36°W/70°SW
明褐色流入粘土，厚さ
1～1.5cm

N84°W/86°NE
明褐色流入粘土，厚さ
2cm

N40°W/34°SW
細かく分岐し網目状，
節理に沿って白色を
呈する

N5°W/76°SW
細かく凹凸する

N68°W/76°SW
細かく凹凸する

N10°～20°W/60°～80°NE
の節理が卓越

N52°W/76°SW
明褐色～黄褐色流入粘土，
厚さはフィルム状～0.5cm

N10°W/60°SW
幅5cmで網目状に分岐

N28°W/78°SW
一部に明褐色流入粘土，厚さ3cmレンズ状，
節理に沿って幅5cmで白色を呈する

N24°W/48°SW
節理に沿って白色を呈する

N38°W/37°SW
細かく凹凸する

N26°W/40°SW
節理に沿って白色を呈する

N12°E/56°NW
細かく凹凸する

N54°E/62°SE
細かく凹凸する

N62°W/82°SW
細かく凹凸する

20m0

35

40

45

安山岩（均質）
黄灰色～灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
5～10cm間隔の板状節理発達

安山岩（均質）
明黄褐色～灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
板状～亀甲状の節理あり

N40°W/80°SW
白色の硬質部
幅8～20cmで膨縮

火山礫凝灰岩
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
基質部に白色や黄褐色に変質した鉱物が砂状に認められる

N30°～40°W/40～60°SW
白色の硬質部
幅20～50cmで膨縮

安山岩（均質）
暗紫灰色の安山岩が径数10cmの風化残留核として
認められる．その周囲は明黄褐色～白色に変質
ナイフで削ることができる程度に軟質

安山岩（均質）
灰色～緑灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
板状節理発達

火山礫凝灰岩
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
基質部に白色や黄褐色に変質した鉱物が砂状に認められる

安山岩（角礫質）
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
白色のやや硬質な部分が角礫状に分布

安山岩（均質）
灰色～緑灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
3～50cm間隔で不規則に割れ目が認められ，一部で
角礫状を呈する

火山礫凝灰岩
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
基質部に白色や黄褐色に変質した鉱
物が砂状に認められる

火山礫凝灰岩
褐色～黄褐色を呈し，変質やや弱い

火山礫凝灰岩
硬質で明灰色
ナイフで傷が付く程度の硬さ

火山礫凝灰岩
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
基質部に白色や黄褐色に変質した鉱
物が砂状に認められる

：砂質シルト層（一部礫混り）

：穴水累層 安山岩（均質）

：穴水累層 安山岩（角礫質）
：穴水累層 火山礫凝灰岩

凡例

：節理（点線は不明瞭なもの）
：断層

：谷埋堆積物

：岩相境界

写真⑭

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真位置図

2.2-1-3

○大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ調査の結果，福浦断層に対応する断層を確認した。
○全線の写真を次頁以降に示す。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-3 再掲

調査位置図

下記ルートマップ範囲



写真①

写真②

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真①～②

2.2-1-4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-4 再掲



写真③

写真④

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真③～④

2.2-1-5

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-5 再掲



写真⑤

写真⑥

写真⑦

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真⑤～⑦

2.2-1-6

第973回審査会合 机上配布資料1
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写真⑧

写真⑨

写真⑩

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真⑧～⑩

2.2-1-7

第973回審査会合 机上配布資料1
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大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 断層部

2.2-1-8

断層部写真

1m0
断層

←E W→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-8 再掲



写真⑪

写真⑫

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真⑪～⑫

2.2-1-9

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-9 再掲



写真⑬

写真⑭

←E W→

大坪川ダム右岸北道路法面表土はぎ 写真⑬～⑭

2.2-1-10
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N10°E～N40°W/40°SW～90°
の節理が卓越

N10°E/70°NW
幅3～5cmで網目状に分布

N80°W/28°N
細かく凹凸する

N50°W/62°SW
細かく凹凸する

N2°W/90°
明褐色流入粘土，厚さ5cm

N5°E/63°NW

N44°W/62°SW N10°～40°W/40°～60°SW
の節理が幅50cmで板状～網目
状に分布

N22°W/81°SW
細かく凹凸する

N8°E/74°SE
細かく凹凸する

N30°E/62°SE
細かく凹凸する

20m0

45

40

35

安山岩（均質）
暗灰色～灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
板状～亀甲状の節理発達

火山礫凝灰岩
黄灰色を呈する
軟質

安山岩（角礫質）
灰色～白灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
硬質な部分が角礫状に分布
板状～亀甲状の節理あり

安山岩（角礫質）
黄褐色を呈する
軟質

火山礫凝灰岩
褐色～黄褐色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質

安山岩（角礫質）
灰色～白灰色を呈する
ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
硬質な部分が角礫状に分布
板状～亀甲状の節理あり

安山岩（角礫質）
黄褐色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
白色の硬質部が角礫状に分布

火山礫凝灰岩
明黄褐色～白色を呈する
ナイフで削ることができる程度に軟質
基質部には白色や黄褐色に変質した鉱物が砂状に認められる

：穴水累層 安山岩（均質）

：穴水累層 安山岩（角礫質）
：穴水累層 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

断層確認箇所

表土はぎ調査結果（ルートマップ） 写真位置図

大坪川ダム右岸南道路底盤表土はぎ 写真位置図

2.2-1-11

○大坪川ダム右岸南道路底盤表土はぎ調査の結果，福浦断層に対応する断層を確認した。
○全線の写真を次頁以降に示す。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-11 再掲

調査位置図

下記ルートマップ範囲



写真①

写真②

写真③

←E W→

※写真中の棒状のものが１mスケール（以下同じ）

大坪川ダム右岸南道路底盤表土はぎ 写真①～③

2.2-1-12

断層

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-12 再掲



写真④

写真⑤

写真⑥

←E W→

大坪川ダム右岸南道路底盤表土はぎ 写真④～⑥

2.2-1-13

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-13 再掲



写真⑦

写真⑧

←SE NW→

←NW SE→

大坪川ダム右岸南道路底盤表土はぎ 写真⑦～⑧

2.2-1-14

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-14 再掲



←E W→

南壁面写真（断層付近）

南壁面スケッチ（断層付近）
1m0

灰色粘土層

• 主に灰白色（7.5Y7/2）を呈する．一部赤褐色部(2.5YR4/8)を呈するトラ斑がレンズ状～帯状に分布する
• 指圧で跡が残らない程度に締まっている
• 下位との境界は凹凸し，薄い盆地状を形成する
• 最下部には，厚さ2～5cmの砂層が挟まれ，一部では褐鉄鉱が沈着し，ゆるく波曲する

砂層（土壌化部）

• 明赤褐色（5YR5/8）を呈する
• 指圧でわずかに跡が残る程度に締まっている

砂層（無層理部）

• にぶい黄褐色～にぶい橙色（10YR5/4～7.5YR6/4）を呈する
• 指圧で跡が残らない程度に締まっている
• 厚さ0.2～0.3cmの赤褐色粘土が縦方向に1～3cm程度の間隔で分布する

砂層（層理部）

• オリーブ色～黄褐色（5Y5/4～2.5YR5/6）を呈する
• 指圧で跡が残らない程度に締まっている
• 全体的に層理が発達する
• 白色の中～粗粒粒子が20～30%程度存在する
• 赤褐色粘土が厚さ0.3～0.7cm程度で水平ないし縦方向に不規則に分布する

砂礫層

• 灰オリーブ色～黄褐色（7.5Y5/3～2.5YR5/6）を呈する
• 平均径3～7cm，最大径25cmの安山岩亜円～亜角礫を含み，礫率は80～90%程度で礫同士が接した礫支持構

造が認められる．径15cm未満のほとんどの礫はくさり礫化している
• 基質は淡褐色中～粗粒砂からなり，指圧で変形する程度に軟質で，ギブサイトが認められ，白色を帯びる

安山岩（角礫質）

• 明黄褐色～灰白色を呈する
• ナイフで削ることができる程度に軟質
• 灰白色部は岩盤上限面付近及び割れ目沿いに分布する

断層①
撓曲

• 断層部では，砂礫層が岩盤上限面に沿って水平からほぼ鉛直に変形しており，その上位の砂層（層理部，無
層理部）も砂礫層の変形と同様に鉛直～60°東へ傾斜する

• その上位の灰色粘土層には，断層②が伸長し，水平～20°西傾斜の幅1cm程度の灰白色粘土層に連続する
．また，西端に分布する褐鉄鉱化した砂層が断層②により3cm程度変位するとともに変形して東へ60°傾斜す
る

• 灰色粘土層の上位層は削剥されている

断層②

• 変質した安山岩（角礫質）の上面に西側隆起の変位を与える逆断層であり．断層付近の岩盤上面の変位
量は，断層方向に約10～20cmである

• 厚さはフィルム状～0.3cmの赤灰色粘土が分布し，粘土中には鏡肌が認められる．下方では，不明瞭とな
り，分岐しながら灰白色～黄褐色の粘土～砂状部となる

• 断層は，砂礫層とその上位の砂層（層理部，無層理部），灰色粘土層まで伸長する．砂礫層はほぼ直立
し，一部逆転層をなす．砂層及び灰色粘土層下部は東へ60°傾斜する

断層①

• 変質した安山岩（角礫質）の上面に西側隆起の変位を与える逆断層であり，断層付近の岩盤上面の変位
量は，断層方向に約20cmである

• 下部で灰白色，上部で赤灰色を呈する厚さ0.2～0.8cmの粘土が分布し，粘土中には鏡肌が認められる．
下方では，数条の粘土脈に分岐・会合する

• 断層は，砂礫層とその上位の砂層（層理部）まで伸長する

断層②

断層① 断層②

EL50m

EL48m

灰色粘土層

砂層（土壌化部）

砂層（無層理部）

砂層（層理部）

砂礫層

安山岩（角礫質）

表土＋砕石

断層周辺の状況

• 断層周辺には副次的な断層が認められる
• その厚さはフィルム状～0.6cmで，赤灰色～灰白色～褐色の粘土・砂状物質を伴い，岩盤上限に20cm程度の

楔状の落ち込みや数cmの変位が認められ，砂礫層とその上位の砂層（層理部）まで不明瞭に伸長するものも
ある．下方では不明瞭になりながら分岐・会合する

断層

• 変質した安山岩（角礫質）の上面に西側隆起の変位を与える比高差1m以上の逆断層であり，上盤側の岩盤上
面は削剥されている

○大坪川ダム右岸トレンチの南壁面において，穴水累層の岩盤を西側に隆起させる比高差1m以上の逆断層を確認した。その走向・傾斜は，N10°～
12°W/51°～68°SWである。断層は，鏡肌が認められ，厚さフィルム状～0.8cmの粘土を挟む。

○断層はその付近の岩盤上面を約30～40cm変位させ，砂礫層，砂層（層理部），砂層（無層理部），灰色粘土層下部まで認められる。

大坪川ダム右岸トレンチ南壁面 写真，スケッチ

2.2-1-15

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-15 再掲



5m0

安山岩（角礫質）

• 明黄褐色～白色を呈する
• ナイフで削ることができる程度に軟質
• 基質部には白色や黄褐色に変質した鉱物が砂状に認められる

西側トレンチ底盤スケッチ

東側トレンチ底盤スケッチ

←W

←W

E→

E→

節理，N20°W/75°SW
明褐色流入粘土
厚さ0.1～0.3cm

節理，N3°E/85°NW
明褐色流入粘土
厚さ0.2～0.5cm

節理，N18°W/70°NE
明褐色流入粘土厚さ0.5～2cm，
節理に沿い白色の粘土厚さ0.1～1.5cm

節理，N72°W/75°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.5～2cm

節理，N15°W/86°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.5～1cm

節理，N60°W/52 ° SW
明褐色流入粘土
厚さ0.2～1cm

節理，N22°W/68 ° SW
明褐色流入粘土厚さ0.2～2cm，
周辺は細かい割目により細片化

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

節理，N7°W/65°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.2～0.5cm，節理
に沿って褐色を帯びる

節理，N10°W/52°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.1～0.5cm

節理，N6°W/74°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.5～2cm

節理，N35°W/79°SW
明褐色流入粘土
厚さ0.5～0.8cm

節理，N80°W/81°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.1～0.3cm

節理，N50°E/80°NW
明褐色流入粘土
厚さ0.2～0.3cm

亀甲状の節理に沿って強く褐色を帯びる

明褐色を帯びる

節理，N2°W/29°SW
灰白色固結粘土
厚さ0.5cm

節理，N36°E/46°SE
灰白色固結粘土及び石英
厚さ0.3cm

節理，N35°E/51°SE
褐色固結粘土
厚さ0.5cm

節理，N76°W/61°NE
明褐色流入粘土
厚さ0.5～1.5cm

安山岩（角礫質）

• 明黄褐色～白色を呈する
• ナイフで削ることができる程度に軟質
• 基質部には白色や黄褐色に変質した鉱物が

砂状に認められる

安山岩（均質）

• 紫灰色を呈する
• ナイフで削ることができる程度に軟質

5m0

安山岩（均質）

• 暗灰色～緑灰色を呈する
• ナイフで傷が付く～削ることができる程度の硬さ
• 亀甲状に20～50cm程度の間隔で節理が認められ，

節理に沿って褐色を帯び，明褐色粘土が流入する

西側トレンチ底盤写真

東側トレンチ底盤写真

○大坪川ダム右岸トレンチの西側及び東側トレンチには断層は認められない。

大坪川ダム右岸トレンチ西側・東側トレンチ底盤 写真，スケッチ

2.2-1-16

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-16 再掲



2.2-1-17

（2）福浦港東部 表土はぎ調査



表土はぎ調査結果（ルートマップA） 写真位置図

N6°W/66°SW
密着

中粒凝灰岩の挟み

N22°W/64°NE
密着

2系統の節理群，密着

N2°E/66°NW
密着，固結シルト挟在

N24°W/70°SW
密着

細粒凝灰岩の挟み

N7°W/70°SW
密着

N7°E/68°NW
開口1mm

NS/70°W
不連続で網目状

N12°E/90°
密着

N45°W/78°SW
密着，固結シルト（厚さ5mm）挟在，
正断層，変位20cm

N60°W/84°NE
密着，正断層，変位10cm

軽石凝灰岩と細粒凝灰岩を挟む
層理が明瞭
N43°E/16°SE

細粒凝灰岩と火山
礫凝灰岩をレンズ
状に挟む

細粒凝灰岩と凝灰角礫
岩を層状に挟在
層理が明瞭
N80°E/16°SE

層理が明瞭
N34°E/8°SE

20m

60

70

80

80

70

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層a（詳細は右上図参照）

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

写真①写真②

写真③

写真④
写真⑤写真⑥

写真⑦
写真⑧

写真⑩
写真⑪

写真⑫

写真⑬
写真⑭

写真⑮写真⑯
写真⑰写真⑱

写真⑨

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真位置図

2.2-1-18

上流

下流

← N S →

断層a

（断層a 観察結果）
・走向・傾斜はNS/60°Wである。
・中央付近で膨縮する青灰色～灰色半固結粘土（最大厚さ2cm）を挟在する。粘土は両端部ではフィルム状となり尖滅する。
・粘土周辺の幅5cm程度の範囲で細片化した部分がレンズ状に認められる。
・鏡肌が認められるが条線は不明瞭である。
・断層の変位センスは不明。

← N S →

断層a

1m0

断層a

断層a 写真（近景）

断層a スケッチ

上流（下盤）

下流（上盤）

火山礫凝灰岩

火山礫凝灰岩

下盤

上盤

断層a 写真（遠景）

断層ａ について

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-18 一部修正

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

断層a(NS/60°W)

福浦断層



写真①

写真③

写真②

←E W→

←SE

NW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真①～③

2.2-1-19※写真中の棒状のものが１mスケール（以下同じ）

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-19 再掲



写真④

写真⑤

←SE NW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真④～⑤

2.2-1-20

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-20 再掲



写真⑥

写真⑦

写真⑧

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑥～⑧

2.2-1-21

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-21 再掲



写真⑨

写真⑩

写真⑪

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑨～⑪

2.2-1-22

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-22 再掲



写真⑫

写真⑬

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑫～⑬

2.2-1-23

断層a

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-23 再掲



写真⑭

写真⑮

写真⑯

←E W→

約20cm

正断層箇所

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑭～⑯

2.2-1-24

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-24 再掲



写真⑰

写真⑱

←E W→

←NE SW→

約10cm

正断層箇所

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップA 写真⑰～⑱

2.2-1-25

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-25 再掲



表土はぎ調査結果（ルートマップB） 写真位置図

N12°E/70°NW
密着

断層b（詳細は下図参照）

NS/80°W
密着

N10°W/80°SW
密着

N5°W/60°SW
密着

細粒安山岩岩脈
冷却節理発達

N28°W/70°SW
密着

N10°W/64°SW
密着

NS/90°
密着

N2°E/74°NW
密着

N74°W/80°SW
密着

N27°E/90°
密着

中粒凝灰岩の挟み
層理面が明瞭
N40°E/4°SE

NS/65°W
密着

N16°W/87°NE
密着

N42°W/73°NE
固結シルト挟在

中粒凝灰岩
層理が明瞭
N82°E/48°NW

多亀裂部
樹根侵入し，開口

細粒凝灰岩
レンズ状に挟在

NS/90°の節理が
平行に分布

下位は細～中粒凝灰岩
層理面が認められる
N43°E/16°SE

80

70

60
50

50

60

4030

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

20m

写真①
写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩

写真⑪
写真⑫

写真⑬

写真⑭写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲
写真⑳写真㉑

写真㉒
写真㉓

写真㉔

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真位置図

2.2-1-26

凝灰角礫岩

火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

約20 cm

← E W→

断層b 写真（南側壁面）

断層ｂ

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

約20 cm

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩

断層ｂ について

細粒凝灰岩

細粒凝灰岩

1m0

（断層b 観察結果）
・走向・傾斜は

N20°E/76°NW
である。

・固結シルト（厚さ
2cm）を挟在する。

・断層は約20cmの
変位が想定でき，
変位センスは岩
相の分布状況か
ら西落ちの正断
層センスである。

・福浦断層に対応する断層は認められない。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-26 一部修正

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

下記ルートマップ範囲

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）

細粒凝灰岩
（軽石混じり）



写真①

写真②

写真③

←E W→

← NE

SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真①～③

2.2-1-27

断層b

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-27 再掲



← NE SW→

写真④

写真⑤

写真⑥

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真④～⑥

2.2-1-28

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-28 再掲



写真⑦

写真⑧

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑦～⑧

2.2-1-29

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-29 再掲



写真⑨

写真⑩

← NE SW→

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑨～⑩

2.2-1-30

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-30 再掲



写真⑪

写真⑫

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑪～⑫

2.2-1-31

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-31 再掲



写真⑭

←E W→

写真⑬

写真⑮

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑬～⑮

2.2-1-32

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-32 再掲



写真⑰

←SE NW→

写真⑯

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑯～⑰

2.2-1-33

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-33 再掲



写真⑱

写真⑲

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑱～⑲

2.2-1-34

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-34 再掲



写真⑳

写真㉑

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑳～㉑

2.2-1-35

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-35 再掲



写真㉒

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真㉒

2.2-1-36

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-36 再掲



写真㉓

写真㉔

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真㉓～㉔

2.2-1-37

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-37 再掲



表土はぎ調査結果（ルートマップC） 写真位置図

N40°E/70°NW
密着

小節理密集

N8°E/79°SE
1mm開口

NS/86°E
密着

細亀裂

20m

30 40
40 30

20

：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩

写真⑪

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真位置図

2.2-1-38
・福浦断層に対応する断層は認められない。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-38 再掲

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

右記ルートマップ範囲
断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）



写真①

写真②

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真①～②

2.2-1-39

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-39 再掲



写真③

写真④

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真③～④

2.2-1-40

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-40 再掲



写真⑤

写真⑥

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑤～⑥

2.2-1-41

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-41 再掲



写真⑦

写真⑧

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑦～⑧

2.2-1-42

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-42 再掲



写真⑨

写真⑩

写真⑪

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑨～⑪

2.2-1-43

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-43 再掲



：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界表土はぎ調査結果（ルートマップD） 写真位置図

N85°E/67°NW
1mm開口

N24°E/72°SW
密着，固結シルト挟在

N14°E/58°NW
密着，固結シルト挟在

N8°W/73°NE
密着

N82°E/81°NW
密着

分岐節理群

N12°W/76°SW
密着

NS/80°W
密着

EW/80°N
1mm開口

N50°W/58°NE
1mm開口

細粒凝灰岩の挟み

N60°E/60°SE
平行，網目状節理群
固結シルト挟在

N24°E/79°NW
密着

N27°E/76°NW
左岸で密着

N26°E/82°NW
左岸で密着

N18°E/65°NW
4cm開口

N70°E/68°NW
密着

N7°E/35°NW
密着，固結シルト挟在

細粒凝灰岩の挟み

N5°W/72°SW
上部で開口，下部で密着

N15°E/70°NW
密着

N10°W/70°NE
密着

層理あり

20m

60

70

80

90

70

80

50

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層aの
北方延長

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥
写真⑦

写真⑧写真⑨写真⑩
写真⑪

写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲

写真⑳

写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔写真㉕

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真位置図

2.2-1-44

・福浦断層に対応する断層は認められない。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-44 再掲

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）



写真①

写真②

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真①～②

2.2-1-45

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-45 再掲



写真③

写真④

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真③～④

2.2-1-46

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-46 再掲



写真⑤

写真⑥

←NE SW→

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑤～⑥

2.2-1-47

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-47 再掲



写真⑧

写真⑨

写真⑦

←W E→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑦～⑨

2.2-1-48

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-48 再掲



写真⑩

← W E→

写真⑪

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑩～⑪

2.2-1-49

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-49 再掲



写真⑫

写真⑭

← NW SE→

写真⑬

← E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑫～⑭

2.2-1-50

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-50 再掲



写真⑮

写真⑯

写真⑰

← NW SE→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑮～⑰

2.2-1-51

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-51 再掲



写真⑱

写真⑲

写真⑳

← W E→

← NW SE→

← N

S→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑱～⑳

2.2-1-52

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-52 再掲



写真㉑

← SE NW→

写真㉒

← E

W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真㉑～㉒

2.2-1-53

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-53 再掲



写真㉓

写真㉔

写真㉕

← NE SW→

← E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真㉓～㉕

2.2-1-54

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-54 再掲



福浦港東部(N) 表土はぎ調査 ルートマップE 写真位置図

○表土はぎ調査（ルートマップE）の結果，本調査範囲内には断層は認められない。
○全線の写真を次頁以降に示す。

2.2-1-55

20m

表土はぎ調査結果（ルートマップE）

ルートマップD
重複区間

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界

節理.N72°W/74°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N45°W/38°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N54°W/64°NE
1cm開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°W/76°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°E/62°SE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N2°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/45°SW
開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N60°W/56°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N14°W/46°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N32°E/54°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N12°W/82°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N36°E/62°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N72°E/28°NW
数mm開口、鏡肌・挟在物なし
。

N15°E/70°NW
密着

下記ルートマップ範囲

表土はぎ調査 位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所



←E

W→

福浦港東部(N) 表土はぎ調査 ルートマップE 写真①～②

2.2-1-56

W→←E

写真①

写真②



←E

W→

福浦港東部(N) 表土はぎ調査 ルートマップE 写真③～④

2.2-1-57

W→
←E

写真③

写真④

下写真 撮影方向



←E

W→

福浦港東部(N) 表土はぎ調査 ルートマップE 写真⑤

2.2-1-58

写真⑤



2.2-1-59

（3）赤住東部 表土はぎ調査



：盛土，崩土

：土壌

：穴水累層 安山岩（角礫質）

凡例

：節理

N75°E/90°
厚さ4cm白色物挟在

EW
厚さ4～8cm白色物挟在
節理面は不明瞭

N58°E/48°SE

N80°E
節理に沿い白色化
節理面は不明瞭

N35°E
連続性に乏しく，節理面は不明瞭

N60°E
連続性に乏しく，節理面は不明瞭
節理の周囲白色化N20°E

礫状部に沿い，白色化
節理面は不明瞭

安山岩
硬質の礫状部を風化
残留核状に含む

安山岩
暗灰色の安山岩礫からなり，クサリ礫
強風化を被り褐色化し軟質化している
礫の周囲に沿って白色化がみられる

安山岩
変質し白色化，軟質化
褐色化した礫状部が点在

安山岩
比較的硬質

安山岩
強風化を被り褐色化し
やや軟質している

40

45

35

安山岩
明褐色

安山岩
比較的硬質

土壌
弱いトラ斑あり

安山岩
粘土化が進んでおり，白色から桃色
を呈する
風化が進んでいない岩片が礫状に
認められる箇所あり

安山岩
軟質化し，白色から
赤紫色を呈する

安山岩
硬質，白色から赤紫色を呈する

安山岩
多色礫を含む
礫は玉ねぎ状風化を被る

安山岩
軟質，赤褐色～黄褐色を呈する

系統的な割れ目はみられない
網目状に基質が分布

表土はぎ調査結果（ルートマップF） 写真位置図
20m0

系統的な割れ目はみられない

安山岩
粘土化が進んでおり，白色から桃色
を呈する
風化が進んでいない岩片が礫状に
認められる箇所あり

径30cm程度の礫状部が
風化残留核状に残る

写真① 写真②
写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦ 写真⑧ 写真⑨ 写真⑩ 写真⑪
写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱ 写真⑲ 写真⑳
写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔

写真㉕

写真㉖

写真㉗

写真㉘

写真㉙

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真位置図

2.2-1-60
・福浦断層に対応する断層は認められない。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-56 再掲



写真①

写真③

写真②

←W E→

写真④

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真①～④

2.2-1-61

←W E→

←W
E→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-57 再掲



写真⑤

写真⑦

写真⑥

←SW NE→

写真⑧

←W E→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑤～⑧

2.2-1-62

←SW NE→

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-58 再掲



写真⑨

写真⑪

写真⑩

←W E→

写真⑫

←NW SE→

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑨～⑫

2.2-1-63

←W E→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-59 再掲



写真⑬

写真⑮

写真⑭

写真⑯

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑬～⑯

2.2-1-64

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-60 再掲



写真⑰

写真⑲

写真⑱

←W E→

写真⑳

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑰～⑳

2.2-1-65

←W E→

←W E→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-61 再掲



写真㉑

写真㉓

写真㉒

←SW NE→

写真㉔

←S N→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉑～㉔

2.2-1-66

←SW NE→

←S N→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-62 再掲



写真㉕

写真㉗

写真㉖

←S N→

写真㉘

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉕～㉘

2.2-1-67

←S N→

←S N→

←S N→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-63 再掲



写真㉙

←S N→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉙

2.2-1-68

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-64 再掲



東側ボーリング断面図（②測線）

西側ボーリング断面図（①測線）

39m

38m

37m

36m

35m

40m

39m

38m

37m

36m

35m

34m

33m

5m0

5m0

a 
b c

d f g h

i j k l

：盛土，崩土

：河床堆積物

：土壌

凡例

：穴水累層 安山岩

← W E→

← W E→

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

東側ボーリング

西側ボーリング

ボーリング調査 位置図

a h

i j k l

40

40

cb

ed gf

：盛土，崩土

凡例

：穴水累層 安山岩
：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰa面

：ボーリングによる確認箇所

凡例

0 20m

EL

EL

e

赤住東部 ボーリング調査 位置図，断面図

2.2-1-69

○ボーリング調査（①測線・②測線）の結果，岩盤上面はEL36～37m付近で，ほぼ水平である。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-65 一部修正



コア写真ａ

柱状図ａ

コア写真ｂ

柱状図ｂ

← 打撃により圧縮された区間 →

← 打撃により圧縮された区間 →

← 打撃により圧縮された区間 →

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図a～b

2.2-1-70

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-66 再掲



コア写真ｃ

柱状図ｃ

コア写真ｄ

← 打撃により圧縮された区間 →

打撃により圧縮された区間

柱状図ｄ

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

No.ｄ 柱状図

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図c～d

2.2-1-71

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

3 4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-67 再掲



コア写真ｅ

柱状図ｅ

コア写真ｆ

柱状図ｆ

← 打撃により圧縮された区間 →

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

No.ｄ 柱状図

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図e～f

2.2-1-72

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

2.8

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

3

2.8

4

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-68 再掲



コア写真ｇ

柱状図ｇ

コア写真ｈ

打撃により圧縮された区間

柱状図ｈ

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図g～h

2.2-1-73

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

3 4

4

深度（m）

0

1

1.7

深度（m）

1

1.7

5

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-69 再掲



コア写真ｉ

柱状図ｉ

コア写真ｊ

柱状図ｊ

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図i～j

2.2-1-74

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-70 再掲



コア写真ｋ

柱状図ｋ

コア写真ｌ

柱状図ｌ

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図k～l

2.2-1-75

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-71 再掲



赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真位置図

○道路底盤において表土はぎ調査を実施した結果，岩盤には断層は認められない。
○全線の写真を次頁以降に示す。

2.2-1-76表土はぎ調査結果（ルートマップG）

安山岩（角礫質）
暗紫灰色の安山岩礫を含む
礫径3～10ｃｍで最大30ｃｍの亜角礫
基質は淡黄灰白色を呈する。

Ｎ74Ｗ90
幅0.5～1.5ｃｍ
灰白色固結したシルト状物を狭在する
鏡肌なし

安山岩（角礫質）
紫灰～暗灰色を呈する
風化の弱い箇所で黄灰色を呈する
割目は網状であり、10～20ｃｍ間隔でみられる
割目に沿い5～10ｍｍ程度が白色化している
径10ｃｍ程度の角礫が散在する

安山岩（均質）
軟質で風化変質が進み
全般に黄褐色を呈する
岩組織は保存されている

安山岩（均質）
軟質で
基質は赤褐色から黄褐色を呈する

安山岩（均質）
軟質で粘土化が進んでいる
全般に白色から桃色を呈する
まれに、風化が進んでいない
岩片が礫状にみられる。
岩組織は保存されている

安山岩（均質）
軟質で粘土化が進んでいる
全般に白色から桃色を呈する
まれに、風化が進んでいない
岩片が礫状にみられる。
岩組織は保存されている

安山岩（均質）
割目に沿って白色化がみられる

安山岩（均質）
基質が白色から淡黄褐色を呈する
やや軟質である
礫は基質に比べ風化残がみられ硬質

安山岩（均質）
割目に沿って白色化がみられる

安山岩（均質）
やや硬質で
暗青灰色を呈する。
割れ目に沿い褐色の流入粘土がみられる

安山岩（均質）
割目に沿って白色化がみられる

Ｎ30W
割れ目に沿い岩石が白色化している。
剥離面なし
鏡肌なし

安山岩（均質）
ややクラッキー
風化変質の影響は小さい

Ｎ40Ｅ75Ｅ
節理の割れ目に流入粘土が狭在する
剥離面なし
鏡肌なし

安山岩（均質）
割目に沿って白色化がみられる

安山岩（角礫質）
基質が白色から淡黄褐色を呈する。
やや軟質

20m0

：穴水累層 安山岩（均質）

：穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

：節理

写真㉗

写真㉖

写真㉕

写真㉔

写真㉓

写真㉒

写真㉑

写真⑳

写真⑲

写真⑱

写真⑰



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真①～⑤

2.2-1-77

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑥～⑩

2.2-1-78

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑪～⑮

2.2-1-79

写真⑪

写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑯～⑳

2.2-1-80

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲

写真⑳



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真㉑～㉕

2.2-1-81

写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔

写真㉕



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真㉖～㉗

2.2-1-82

写真㉖

写真㉗



2.2-1-83

（4）福浦断層南方延長 高位段丘Ⅰa面の高度調査



2.2-1-84

福浦断層南方延長 高位段丘Ⅰa面の高度調査 1-1’断面①

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-73 再掲



2.2-1-85

福浦断層南方延長 高位段丘Ⅰa面の高度調査 1-1’断面②
第973回審査会合 机上配布資料1

P.2.2-1-74 一部修正

※ 凡例の記載を適正化

※

紫字：第973回審査会合以降の変更箇所



2.2-1-86

福浦断層南方延長 高位段丘Ⅰa面の高度調査 3-3’断面

3 3’

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-75 再掲



（5）県道福浦－中島線沿い河床地表踏査（既往調査）

2.2-1-87



県道福浦－中島線沿い河床地表踏査結果
（ルートマップ）

位置図

右図範囲

断層aの
南方延長

県道福浦－中島線沿い河床地表踏査（既往調査）

・リニアメント・変動地形の北方延長に位置する県道福浦－中島線沿いの
河床には，凝灰岩の露頭がほぼ連続して分布し，そこに断層は認めら
れない。

第973回審査会合 資料2
P.86 再掲

2.2-1-88



（6）大坪川ダム左岸 表土はぎ調査

2.2-1-89




